
ぞ
料
ら
ん
、
本
年
七
月
十
五
日
、
風
痰
に
冒
染
し
寝
疾
し
て
逝
く
。
弥
留
の

余
、
特
に
敬
を
呼
び
榻
前
に
至
ら
し
め
泣
い
て
道
わ
く
、
吾
、
職
と
し
て
外

藩
を
守
り
深
く
聖
恩
に
沐
す
る
こ
と
真
に
高
天
厚
地
の
如
く
頂
踵
酬
い
難

し
。
祖

・
父
已
に
薨

じ
て
未
だ
遠
か
ら
ざ
る
に
吾
も
亦
た
不
幸
に
し
て
怯
疾

を
以
て
身
故
す
れ
ば
、
復
た
能
く
望
風
し
て
頂
祝
す
る
無
し
。
但
だ
犬
馬
、

主
を
恋
う
の
念
は
死
す
と
雖
も
諠
れ
ず
。
爾
、
嫡
子
に
係
る
。
善
く
吾
が
心

を
体
し
恪
ん
で
臣
職
を
修
め
、
忠
を
尽
く
し
て
即
ち
以
て
孝
を
尽
く
せ
。
当

に
敬
ん
で
佩
し
て
忘
る
る
こ
と
無
か
る
べ
し
、
と
。
敬
、
言
を
聞
き
五
内
割

く
る
が
如
く
、
幾
ん
ど
人
間
に
視
息
す
る
を
欲
せ
ず
。
煢
煢
と
し
て
疚

に
在

り
。
安
く
ん
ぞ
敢
え
て
輒
ち
嗣
位
の
思
を
萌
さ
ん
や
。
第
だ
茅
土
は
之
を
天

家
よ
り
錫
わ
れ
ば
屛

藩
の
責
重
し
。
諸
凡
の
庶
務
の
機
宜
は
権
に
従
い
暫
く

摂
せ
ざ
る
を
得
ず
。
茲
に
例
に
循
い
て
進
貢
す
る
に
当
り
、
理
と
し
て
合
に

父
の
病
逝
の
日
期
併
び
に
臨
終
の
遺
嘱
を
将
て
、
特
に
正
議
大
夫
楊
聯
桂
を

遣
わ
し
前
来
し
て
報
明
せ
し
む
べ
し
。

伏
し
て
乞
う
、
貴
司
、
察
核
し
て

督
／
撫

両
院
に
転
詳
し
、
具
題
し
て
宸
鑑
に
上
達
す
る
を
賜
わ
る
を
懇
わ
ん
こ
と

を
。
特
だ
に
敬
、
終
身
感
佩
す
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
父
九
泉
の
下
、
死
す

と
雖
も
猶
お
生
き
ん
。此
の
為
に
理
と
し
て
合
に
貴
司
に
移咨

す
べ
し
。請
煩

わ
く
は
察
照
し
て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。
須
ら
く
咨

に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨

す

康
煕
五
十

一
年

(
一
七

一
二
)
十

一
月
初
六
日

注

(1
)
攄

べ　

校
訂
本
で
は

「
據

」
と
す
る
も

「

攄

」
の
誤
り
。

(2
)
蕞
爾
　

小
さ
い
さ
ま
。

2-06-12

世
曾
孫
尚
敬
の
、
進
貢
の
た
め
耳
目
官
毛
九
経
等
を
遣
わ
す
む
ね
の
符

文

(
一
七
一
二
、
□
、
□
)

琉
球
国
中
山
王
世
曾
孫
尚

(敬
)
、
進
貢
の
事
の
為
に
す
。

切
照
す
る
に
、敝

国
は
世々

天眷

の
隆
に
沐
し
、
貢
典
に
遵
依
し
て
二
年

一
次
な
り
。
茲
に
康
煕
五
十

一
年
、
乃
ち
当
に
進
貢
す
べ
き
の
期
な
り
。
特

に
耳
目
官
毛
九
経

・
正
議
大
夫蔡

灼

・
都
通
事
阮
瓉

等
を
遣
わ
し
、
表

・

咨

を
齎
捧
し
、
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
て
官
伴

・
水
梢
共
に

一
百
九
十
五
員
名
を

率
領
せ
し
む
る
外
、
報
喪
使
の
正
議
大
夫
楊
聯
桂

一
員

・跟

伴
九
名
を
附
搭

す
。
毎
船
に
均
幇

す
る
上
下
の
員
役
は
以
上
共
に
計
二
百
零
五
員
名
な
り
。

常
貢
の
煎
熟
硫
黄

一
万
二
千
六
百
觔

・
紅
銅
三
千
觔

・
煉
熟
白
剛
錫

一
千
觔

を
装
運
し
て
両
船
に
分
載
す
。

一
船
は
義
字
第
九
十
四
号
に
し
て
煎
熟
硫
黄

六
千
三
百
觔

・
紅
銅

一
千
五
百
觔

・
煉
熟
白
剛
錫
五
百
觔
を
装
載
し
、

一
船

は
義
字
第
九
十
五
号
に
し
て
煎
熟
硫
黄
六
千
三
百觔

・
紅
銅

一
千
五
百觔

・

煉
熟
白
剛
錫
五
百
觔
を
装
載
し
、
前
ん
で
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
至
り

て
投
納
し
、
起
送
し
て
京
に
赴
き
聖
禧
を
叩
祝
せ
ん
と
す
。

所
拠
の
差
去
す
る
員
役
は
文
憑
無
け
れ
ば
、
各
処
の
官
軍
の
阻
留
す
る
を

恐
る
。
此
の
為
に
理
と
し
て
合
に
符
文
を
給
発
し
て
以
て
通
行
に
便
な
ら
し



む
べ
し
。
今
、
王
府
の
義
字
第
九
十
三
号
半
印
勘
合
の
符
文
を
給
し
て
都
通

事
阮
瓉
等
に
付
し
収
執
し
て
前
去
せ
し
む
。
如
し
経
過
の
関
津
及
び
沿
海
巡

哨
の
官
軍
の
験
実
に
遇
わ
ば
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
遅
悞

し
て
便
な
ら
ざ

る
を
得
し
む
る毋

か
れ
。
須
ら
く
符
文
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
　
　

京
に
赴
く

耳
目
官

一
員
　

毛
九
経　

人
伴

一
十
二
名

正
議
大
夫

一
員　
蔡

灼　

人
伴

一
十
二
名

正
議
大
夫

一
員　

楊
聯
桂　

人
伴
九
名

都
通
事

一
員　
阮
瓉
　

人
伴
七
名

在
船
都
通
事
二
員
　

孫
廷
璽／

阮

璋

人
伴
八
名

在
船
使
者
四
員
　

毛
天
枢

東
国
佐

斉
彦
士

益
子
義

人
伴

一
十
六
名

存
留
通
事

一
員
　
金
震
　
人
伴
六
名

在
船
通
事

一
員　

楊
宗
礼　

人
伴
四
名

管
船
火
長

・
直
庫
四
名
　

鄭
国楨

毛
日
盛

与
那
嶺

仲
宗
根

右
の
符
文
は
都
通
事阮
瓉

等
に
付
す
。
此
れ
を
准
ず

康
煕
五
十

一
年

(
一
七

一
二
)　

月　

日
給
す

注
＊
康
煕
五
十

一
年
の
進
貢
は
、
表
文

〔〇
六-

〇
八
〕
、礼
部
あ
て
の
咨

〔〇
六-
〇

九
〕
、福
建
布
政
司
あ
て
の
咨

〔〇
六-
一
〇

〕
〔〇
六
-
一
一
〕
の
日
付
は
い
ず
れ

も
康
煕
五
十

一
年
十

一
月
初
六
日
で
あ
る
が
、
本
文
書

(符
文
)
お
よ
び
執
照

〔〇
六
-
一
三
〕
〔〇
六

-一四
〕
は
日
付
を
欠
く
。
本
文
書
中
の
蔡

灼

・

阮
瓉

・

孫
廷
璽

・阮

璋
の
家
譜

(
『家
譜
(二
)
』
二
七
七

・
一
五
九

・
四

一
八

・
一
五

八
頁
)
は
、
二
隻
の
進
貢
船
は
康
煕
五
十
二
年
二
月
十
二
日
に
那
覇
を
開
船

し
、
馬
歯
山

(慶
良
間
諸
島
の
島
)
で
風
を
待
っ
て
十
八
日
に
島
を
発
っ
た
と

す
る
。
出
発
が
翌
年
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て蔡

灼
の
家
譜
は
「因
御
銀
不
来
、

俟
至
翌
年
正
月
御
銀
下
来
」
と
記
す
。

(1
)
東
国
佐
　

〔〇
六-
一

四
〕
〔〇
六
-
二
〇
〕
で
は
東
国祚

と
す
る
。

2-06-13

世
曾
孫
尚
敬
の
、
進
貢
の
た
め
耳
目
官
毛
九
経
等
を
遣
わ
す
む
ね
の
執

照

(
一
七
一
二
、□

、□

)

琉
球
国
中
山
王
世
曾
孫
尚

(敬
)
、
進
貢
の
事
の
為
に
す
。

照
得
す
る
に
、
敝

国
は
世

々
天
恩
に
沐
し
、
貢
典
に
遵
循
し
て
二
年

一
次

な
り
。
茲
に
康
煕
五
十

一
年
、
乃
ち
当
に
貢
す
べ
き
期
な
り
。
特
に
耳
目
官

毛
九
経

・
正
議
大
夫蔡

灼

・
都
通
事阮
瓉

等
を
遣
わ
し
、
表

・
咨
を
齎
捧
し

て
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
、
官
伴

・
水
梢
共
に

一
百
九
十
五
員
名
を
率
領
せ
し

む
る
外
、
報
喪
使
の
正
議
大
夫
楊
聯
桂

一
員

・跟

伴
九
名
を
附
搭
す
。
毎
船

に
均
幇
す
る
上
下
の
員
役
は
以
上
共
に
計
二
百
零
五
員
名
な
り
。
常
貢
の
煎

熟
硫
黄

一
万
二
千
六
百
觔

・
紅
銅
三
千
觔

・
煉
熟
白
剛
錫

一
千
觔

を
装
運
し

て
両
船
に
分
載
す
。

一
船
は
義
字
第
九
十
四
号
に
し
て
煎
熟
硫
黄
六
千
三
百

觔
・
紅
銅

一
千
五
百
觔

・
煉
熟
白
剛
錫
五
百
觔
を
装
載
し
、

一
船
は
義
字
第

九
十
五
号
に
し
て
煎
熟
硫
黄
六
千
三
百
觔

・
紅
銅

一
千
五
百
觔

・
煉
熟
白
剛

錫
五
百
觔
を
装
載
し
、
前
ん
で
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
至
り
て
投
納


